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月 形 ・月 ケ 湖

山田野 案山子

六 月 四 日、 田園 風 景 の 続 く札 沼 線 を走 る こ と一

時 間 余 り、 中 小 屋 駅 で 下 車 す る。 こ こ月 形 は星 野

フサ 氏 の 生 まれ 故 郷 。 当地 に 住 ま う星 野 氏 の 兄 君

大 江 明 雄 氏 が 、 笑 顔 で 出迎 え て くれ 、現 地 の案 内

も して くだ さ る との こ と 。 感 謝 。 怪 しい空 模 様 だ

が 、 一同 月 ケ 湖 目指 して 出 発 した。

農 道 の 両 側 は … 面 の 水 田 で 、 天候 のせ い 郁 さ8

ど高 くな い 所 か ら雲 雀 の さえ ず りが羅に え る。 ・.〔

先生 が 、 道端 や 用 水 路 の植 物 を ひ と つひ と つ ∫一寧

に説 明 して くだ さ る。 ミツバ ベ ソ ケ イ ゾ ウ、 ヤ ナ

ギ トラ ノ オ、 クサ レダ マ な ご・、今 ま で さ して:気に

も留 め ず 見 て い た植 物 、 何 度 か伺 った は ず の 事 柄

なの に 、 初 め て 見 た時 の よ うな感 動 を覚 え た り、

大 き く頷 いた り して しま う。 しか し、花 よ り団 子

とい う言 葉 が あ るで は な い が。 セ リは も う遅 い よ

うだ が 、 お び た だ しい数 の 蕾 を付 け て い る セ イ ヨ

ウヤ ブ イ チ ゴは9月 上 旬 あた りか と 、稔 りの 季 節

を想 像 して に ん ま り して い る と ころ へ 雨 が ぽ つ 濠

つ 、ぱ らぱ ら。 雨具 を来 て 、 鼻 を畷 りな が ら も前

進 あ るの み。 濡 れ た緑 が 、 色 鮮 か に 輝 く。 大 江 氏

の 手配 で 、採 算 に 見 合 わ な い経 営 だ と とい うカ ソ

リック系 老 人 ホ ー ム 藤 の 園、の 集会 室 を拝 借 して 、

お喋 り しな が ら昼食 を 摂 る。 シ ス タ ーの 歓 迎 の挨

拶 を受 け 、 こ こで も感 謝 。 心 は 温 も り腹 は ・杯 で

外 へ 出 る と 、 雨 は か な り小 降 り に な って い た 。

「い や あ、 た い した こ と あ りませ ん よ 、 大 丈夫 で

す よ」 原 先 生 の 太 鼓 判 で 勇気 百倍 。

アズ マ ナル コ、 ヒメ シ ラス ゲ 、 ビ ロ ウ ドス ゲ 。

小 樽 か ら御 参 加 の 松 木 氏 が 、 道 々 イ ネ科 と カ ヤ ツ

リクザ 科 の 特 徴 や 、 オ ギ とス ス キの 見分 け 方 を 話

して くだ さ る。

原 先 生 の 教 え て くだ さ った イ ヌ ス ギ ナ。 ス ギ ナ

よ りもた おや かで 、茎 の 先 に 付 く胞 子 の う穂 が 愛

ら し く、 強 い 印 象 を受 け た 。

と こ う して い る うち に 月 ケ湖 に着 い た 。 竹 や 苧二

を刈 った 水辺 沿 い の遊 歩 道 を歩 く。 樹 々 の 葉 が 、

メモ を と る ノ ー トに あ る か な しか の緑 色 の 陰 を 落

と して い る。 見 上 げ る と い つ の間 に か 雨 は 止み 、

雲 間 か ら薄 陽 が射 して い た 。 固 い マ ッ トの よ うな

泥 炭 の盛 触1こ心 が 弾 む が 、ぼ んや り して い る と水

溜',を 踏 ん だ')切 り株 に 足 を取 られ て し ま う,茎

の イ申び く二.†・rバヌチ ツ ボ ス ミレの残1)花 、 オ オ カ

〈/キ は緑 色 の 建に な って い ろ,,洪 水 の よ う1こ花

扇 き・葉 を曼 げ た 握が 通 ぎ 、風!よ初 夏 の 訪 れ を調 歌

しな プろ湖 画 を笈 って 行 く。 岸i辺に ・至え て い るの

は 、 マ コモ か,そ の 向 こ うに ヒシ 、 コ ウ ホ ネ 、 ヒ

ッジ グサ な ど が 水晦 に た ゆ た っ て い る。 対 岸 の茂

み の あ た りに 野鳥 の親 チ が/、・る。 双 眼 鏡 で 覗 くと 、

頭 か ら真 逆:様 に潜 ナ)、暫 くして と ん で も ない 所 に

ゴム.毬の よ うに ぽ こ ん と顔 を 出 し 、ひ とつ 身 振 い

す る と胸 を 張 って 泳 い で行 く。

湖 に 庵 く・ほ んの ひ と ま た ぎ の 川 に 架 け'られ た 木

僑 を渡 る と、 急 に視 界 が ひ らけ た 。 ツ ル コケ モモ 、

ヒ メ シ ャ クナ ゲ 、 ウ メハ チ ソ ウ、 モ ウ セ ソ ゴケ 、

タテ ヤ マ リソ ドウな ど が地 面 を被 うお 花畑 だ。 楚 々

と した タテ ヤ マ リソ ドウ は花 の盛 りで 、 と りわ け

心 を惹 か れ た 。

コ ソ ク リー トジ ャ ソ グル の 中 で 日 々 を過 ご して

k,・る者 に と って 、 こ こは 贅 沢 な まで の 自然 に 囲 ま

れ て い る よ うに思 われ る が 、 星 野 氏 の御 幼 少 の 頃

は 、 季 節 に な:ると湖 に限 らず ・面 に キ ス ゲ や ノハ

ナ シ ョウ ブの 花 が咲 き敷 い て 、 モ ウ セ ソ ゴケ もい

た る所 に生 え て い た とい う。 開 拓 当時 の 苦 労 は 想

像 を絶 す る もの 層だ った ろ う し、 客 乏:や暗 渠 で 耕 地

亜 積 が 増 え機 械 化 が 進 ん だ 現 在 で も 、 こ とに 積 雪

期 は 難 儀 な こと だ ろ う。

名 残 りば 尽 きず 列 車の 時 刻 は 迫 りで 、大 江 氏 の
ゆ ロ

好 意 に ト1'え駅 まで 送 って い た だ く。 オ ー フ ソ カ ー

の ヒば歌 で も出そ うな 爽快 さだ。 荷 台 の縁 に掴 ま っ

た り隣 の 人 の 腕 に しが み つ い た り して 、 に ぎ や か

な こと このLな い 、。高 い 視 点 で 眺 め る水 田は 広 く

感 じ られ る。 目を 閉 じて 、黄 や紫 の 花 が い っぱ い

の ス ク リー ソ を 承ね 合 せ る と 、原 野 の 風 景 が よみ

が え る よ うな 気 が す る。 ま さに猫 の 手 も借 りた い

繁 忙 期 に 、 ま る一一日を割 い て くだ さ っ た大 江 氏 に

感 謝 しな が ら 、月 形 に別 れ を 告 げ た 。
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